[bookmark: _Hlk507683130]後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める
意見書提出の陳情
[bookmark: _Hlk15472941][bookmark: _Hlk15918616]6月21日に安倍内閣が閣議決定した「経済財政運営と改革の基本方針2019（骨太方針2019）」では、「団塊世代が75歳以上に入り始める2022年までに社会保障制度の基盤強化」とし、「骨太方針2020において給付・負担のあり方を・・・取りまとめる」としています。財務省は、4月23日の財政制度等審議会の財政制度分科会に、「世代間の公平性や制度の持続可能性を確保していく観点から、まずはできる限り速やかに75歳以上の後期⾼齢者の⾃⼰負担について原則2割負担とすべき」とする改革案を示しました。
こうした負担増の検討の進行に対して、全国後期高齢者医療広域連合協議会は、6月12日に、「窓口負担のあり方については、・・・制度の根幹である高齢者が必要な医療を確保するという観点から現状維持を基本とし、検討を慎重に進めること」との「要望書」を政府に提出しています。2月8日には、宮城県後期高齢者医療広域連合議会が、「後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書」を採択しています。神奈川県保険医協会は「窓口負担の原則2割負担は高齢者の受診抑制につながる」としているなど、老人クラブや医療関係団体から負担増についての検討中止を求める意見が相次いで出されています。
私たちは、「75歳以上の医療費窓口負担2倍化反対署名」を昨秋から取り組み、県内の老人クラブなどの協力もいただき、現在7万筆を超えて集約されています。国会要請行動の度に署名を持ち込み、地元選出の国会議員の紹介議員は10人に達し署名を託しています。
神奈川県の後期高齢者は55％が所得なしで、所得100万円未満は72％と厳しい生活を強いられており、医療費の窓口負担の引き上げが行われば、医療受診抑制が強まり、高齢者の命をも脅かすことになります。
つきましては、以下を陳情します。
記
国に対し、「後期高齢者の医療費窓口負担については現状維持に努めること」との意見書を提出すること。
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意見書案

後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書

６月２１日に安倍内閣が閣議決定した「経済財政運営と改革の基本方針 ２０１９（骨太方針２０１９）」では、「団塊世代が７５歳以上に入り始める２０２２年までに社会保障制度の基盤強化」とし、「骨太方針２０２０において給付・負担のあり方を・・・取りまとめる」としています。財務省は、４月２３日の財政制度等審議会の財政制度分科会に、「世代間の公平性や制度の持続可能性を確保していく観点から、まずはできる限り速やかに75歳以上の後期⾼齢者の⾃⼰負担について原則2割負担とすべき」とする改革案を示しました。
窓口負担の引き上げは、後期高齢者の生活および医療の受診に大きな影響を及ぼすことが懸念されます。
こうした実情を考慮し、後期高齢者が必要な医療を受けられる機会の確保という観点から、窓口負担のあり方については現状維持に努めることを求めます。
つきましては、以下を陳情します。
記
後期高齢者の医療費窓口負担については現状維持に努めること

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。
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